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人参の故郷をたずねて
韓国に高麗人参学会という学会ができて丸1年にな
る。 事務所は ソウル大学校生薬研究所内にあり， 学会
長は ソウル大学校医科大学の薬理学主任教授洪思岳博
士で， 数年前からの友人である。 本年 9 月末から 1週
間ほど， その学会の招きで韓国を訪れてきた。 数度目
の韓国訪問旅行である拭 ソウルの街は何度来ても判り
にくい。 それはカ イロの街を歩いたときと閉じであっ
て， 見なれた漢字やローマ字 が殆んどないからであろ
う。 地図を片手に歩いても， 近頃の市街地図は全 部 ハ
ングル文字なので， 町名や通りをつき合すのにー苦労
である。 ソウルの人口は既に 700万， 過密の極みに達
しているが， その街並みは 5 . 6年前に比べ随分と整
備きれ落ちついてきた。 また国内を歩いてみても緑が
豊富になってきたのは喜ばしい現象である。 6年前の
赤茶けた山々は次第に変貌し っ、ある。
学会の人達との討論は 1 日ですんだが， 今後この人
参学会は， 医学， 薬学， 農学， 理学系の学者を含めた
天然薬物研究の学会に発展きせるべく次第に規模を大
きくしていこうという考えのようだ。 それは我々の和
漢薬研究所の進み方と共通した部分が多〈， 今後相E
に協力し合って研究を促進すべきであろう。 その為に
はおEいの学術交流を種々の面で， より緊密に行える
よう努力しようということで意見が一致したが， 具 体
案はでなかった。
韓国といえば 和 漢薬中最も著名な人参の故郷である。
その輸出は韓国経済の財源として欠かせないものの 1
つで， 主輸出先が日本である。 現在韓国では錦山， 金
浦， 江華， 豊基， 扶余， 抱川， 揚外l， 清安， 龍仁など
の地で人 参栽培が行われているが， 毎回訪韓する度
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和漢薬研究所長 難 波 恒 雄
にこれらの栽培地を見学するのを楽しみにしている。
今回の旅では江華島の人参畑を訪れる機会があった。
ソウルから車で 2 時間余り西へ， 農村風景が過ぎると
漁村に変わる。 魂在では立派な橋がて、きており， 島への
往き来は簡単でいある。 往時江華は高麗国の都になって
いたことがある。 高麗は高宗18年（1231年）蒙古軍に
怯かされ臣服の態度を示すが， その訴求に耐えかねて
開京（開城）の都からこの江華島に都を移し惨い抵抗
を試みたのである。 しかしこれも蒙古軍の強力な軍事
力の前に半島全土を蝶摘され， 遂に1259年降表を捧げ
るのであるが， この間約3 0年絶大な蒙古軍を防いだと
いう意味で， 現在この地に記念碑を建てる計画がある
という。 蒙古軍に降伏した 高麗の国はその後元となっ
た大帝国の飽くなき訴求に苦しめられ， 日本への元定
の尖兵とならざるをえない運命になるのであるが， 現
在でもその時の城壁の跡が傷ましく残っている。
江撃に 人 参栽培が行われるようになったのは何時
の頃からか不明である。 一般に朝鮮半島で人参栽培が
行われるのは， 『正宗実録』に家萎の記事があること
から李朝 22代正宗（正祖） の14～ 2 0年の聞のことで，
開城府での栽培はこれよりや、遅〈純祖 21年頃からと
云われている。 それ故人参栽培の正確な歴史は 朝鮮半
島においては日本 より新しく18世紀末頃からといえ
よう。 昭 和 初年には開城の人参栽培は全鮮第ーとなる
に到ったが， 南北内乱後開城は38度線の北に移ったた
め， その地での栽培家が多く江華島に移住し， そこで
大々的な栽培を行うようになった。 それ故この地の人
参は良質の開城人参の伝統を継いでいるのである。 こ
この江華萎業組合の会長は外科医の南宮埼博士で， 韓
国蕃業組合聯合会の中では特異な存在である。 彼の話
によると江肇の人参は年々作付け面積が減っていると
のことである。 専売庁では人参の生産は年々増加して
いるとは云っているが， 江華の良質の人参が減少する
再任の辞
私はこのたび更に重ねて経済学部のお世話をつとめ
ることになった。 富山大学の一学部として， また戦前
の 旧制高商の衣鉢をひきつぐ国立十大学経済学部のー
として， 当学部に与えられた任務の重きと課せられた
使命の大いきを痛感する。 私は非力ながら精一杯， 学
部教授会の信託にこたえて， 奉仕の実をあげたいもの
と考えている。
日本海沿岸の中枢を占め， 幾多の立地条件に恵まれ，
連綿たる伝統に支えられつつ， この学部は経済学中心
の社会科学の府として機能して来た。 研績の実績に積
年の功を励み， 俊英な知識青年を育てて世に送った。
だが提起きれる問題も少なくない。 前記十大学は， カ
リキュラム編成， 学生の資質， 卒業生の活動分野など
で共通の特色を示すが， 目ぎましい拡充を遂げるもの
と停滞気味のものと， 趣は多彩である。 なお従来は国
立大学経済学部が 旧帝大系と 旧 高商系に二分される観
を呈したが， その後二者何れにも属きぬ新しい経済学
部が誕生し逐次増加の動きを見せている。 当学部とし
ては， 想を新たに時代と国民のニーズをくみいれ， ユ
ニークな特色を加えた発展志向に一瞥の労を注ぎたい。
改組拡充方式による第三学科設置， また大学院の新設
は， 学部年来の要望であり既定方針でもある。 なお懸
案のまま推移中だった経営学科設置に伴う新営工事も，
大方の深い理解と協力を得て， このほど遂に本極まり
のは困ったことである。 人 参の需要が増えている今日，
その増産は必須のことであろうと思うのでおるが，「農
民は有利な作物しか作りませんよdという彼の言葉は，
薬用植物栽培のむずかしさを象徴しているようであった。
経済学部長 新 田 隆 信
となり， 希望の槌音を轟かすに到ったのは， まことに
感謝にたえない。
戦前のような全体主義 的迫害のない 自由社会に生き
て日本人は祖 国意識を喪失し， 道義も額廃したとの歎
きが聞かれる。 この点について私は， 建前と本音を白
白しく粉飾せず， 本音の人間関係のなかで 自主的な価
値観形成に寄与する教育姿勢が問われているものと解
する。 永遠の相下に一日は千年の如く千年は一日の如
くであるが， 実利万能に 自足せず虚無主義の空白に陥
らず， ひたすら真理を求める営為において， 師弟は同
じ地平に並ぶ共働者 fellow- workerに他ならない。 そ
れには「この後の者にも」ーデナリを給して就労時間
を別たない寓話に学ぶべきものがあろう。 共産圏にみ
る民族教育の高 揚は， 民族共同 体の原点を示唆する意
味で興味ぷかい。 しかし更に深い霊的次元に民族存立
の根源を培うところに， 信頼にみちた祖 国の観念が育
つであろう。
天 高〈爽やかな光の溢れる秋の一日が暮れると， 大
気の澄んだ夜空に星辰が永しえの希望に瞬き，沫き泡立
つ混迷の怒涛が夜の時黒に嘩つでも， 一変が明ければ
輝〈光が水平線に映える。一時は暴虐が支配し虚偽が
制覇するように見えても， 究極 的には必ず正義と公道
が貫徹されるとの確信に立っとき， 「事ついに正に帰
す」との古諺の含蓄を理解しうるように思われる。
新 任 教 官
0宇佐美 四郎 教授（工学部） 51. 9 .1 
昭22 . 9 広島文理科大学理学部化学科卒業
昭36. 3 理学博士
担当：工業化学（環境化学）
0 浅田 実 助教授（教育学部） 51. 9 . 1  
昭32. 3 東 北大学大学院文学研究科修士課程修
了
担当：歴史学
0奥村 義雄 講 師 （教育学部） 51. 9 .1 
昭51 . 3 京都大学大学院文学研究科博士課程単
位取得退学
担当：社会学
0片山 忠治 助教授（教育学部） 51.10.1 
昭42. 3 関西学院大学文学研究科博士課程単位
取得退学
担当：幼児教育
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新任の弁
薬学部助手 高 畑 広 紀
故郷である富山にUターンし， 新任教官になったわ コンパ， ス ポーツ， 旅行となると人一倍ハッスルし
けですが， 今だに学生時代の延長線上にいる状況です。 て， 学生きんも顔負けだろうと変な事で自負していま
何か調子が狂った生活を送っている感じで， そのう す。
ちに慣れてくるだろうと思いつつ今日まできてしまっ それでも， ようやくやる気を起こして， 学生きんと
たという感じです。 共々頑張る所存です。
雑踏の東京から抜けだして， やれやれと思い， ノン では， 万病の薬（？）をめぎしてコツコツとやります
ビリズムと思ったら， そう簡単には問屋がおろさず， か。
結構忙しい日々です。 蛇足ですが， 僕は巨人ファンです。
新任にあたって
この 9 月 1日， 工学部工業化学科（環境化学講座）
に赴任して参りました。
現在， 環境が相 当破壊され， その処置， 対策が日々
云々されていますが， 私はこれら目前の公害対策への
積極的な参加とならんで， 大学（環境化学部門）で一
番大切なことは公害がどのような自然の摂理にからみ
あうのか， 自然の破壊がどのように人類に影響しあう
のか， という本質的な問題を学問的に掘り下げて行き，
新しい自然観， 価値観を身につけた技術者を育て， 世
に送り出すことだと考えて居ります。
私は常々私の人生は何か超自然的な目に見えない糸
に操られているように考えて居ります。 と申しますの
は私は戦時中， 広島で原爆に遭遇し， 好運にも生き残
ったこと， 自動車事故で数時間の意識不明から蘇生し
てきたことなどを通じ， その度ごとに自分にとって新
しい人生が誕生したのだという感に打たれ， それにふ
さわしく社会に少しでもお役に立てる歩みをしたいと
考えてきましたが， 幸い周囲のあたたかい善意にささ
えられながら自分自身を変化させることができたから
でしょう。
今回， はからずもー企業マンである私が， 前にも増し
て厚い善意によって， この社会に入ることができ， ま
新任の弁
t;r;a i����jjιという言葉がある。 人跡未踏の地
工学部教授 宇 佐 美 四 郎
た自分を磨く機会を与えられましたのも， その目に見
えぬ糸に引かれてのことと考える此の頃であり， そし
てこの好意に報いるためには誠意を持って奉仕し， 自分
のもてるものを与え切る生き方こそ自分を生かす道で
あると考え， 努力して行きたいと思っております。
私はこの新しい人生において， 強〈勇気というもの
を訴えたいと思います。
「富を失うものは多くを失う。
友を失うものはきらにそれ以上を失う。
しかし， 勇気を失うものは一切を失う。」
私の好きな言葉です。
良心の命ずるところに従い， 雄々しし逗しし身
の進退をなし， 世を処していくことはなかなかむずか
しいことと思います。 言うは易し行うことの難しき
は， 実は「勇気Jであると思います。
物欲や， 名誉欲， その他のあらゆる我欲を捨てて，
世の為， 人の為に精進努力する姿は実に美しくも尊い
ものであります。 ここに真の勇者の姿を見ることがで
きると思います。 これらのこと， またその他色々と，
人間としての正しい道をいち早〈理解し， 社会に正し
く貢献して下きる人達を見守れるような師になりたい
と念願している次第です。 どうぞよろしく。
教育学部助教授 浅 田 実
とか未だ開拓きれていない学問分野といった意味もあ
3 -
るが， 漠然とその人がまだ知らない国， 地域といった
ことをいう場合にも使われているようである。 関西，
京都生まれの私にとって， ここ富山の地はこの後者の
テ ラ インコグニータ
意味でまさしく terra incogni taである。 だからまず大
学もさることながら， 富山そのものについて学んでい
かねば， と思っている。 専攻が外国史， 西洋史である
ために， 研究との関わりあいでいえば， 日本全 国どこ
にいてもあまり変わりないのだが， やはり 当地で講義
をし， 学生諸君らとも交際していかなくてはならない
とすれば， ここ富山に根づいている文化なり生活なり
を， まず知らなくてはならないと考えてrる。 その意
味では， 富山県ならびにその近辺出身の学生諸君らと
多くの語りあいをまずもちたいし， 多くを教わりたい。
いったいヨーロッパなりヨーロッパ史なりをわれわ
れが学び研究していく目的も， ーにかかって自分たち
が生活しているこの国・ この地域の生活， 社会， 文化
と比較してみた場合に， どこにヨーロッパの優れた点
があり， どこに問題があるのかを， 知るにある。 そし
てそのことは， わが国の社会なり生活なりをよりよく
していくためには， ヨーロッパのどの点をどういう風
に学んでいくのがいいのか， を考えることにつながっ
ている。 また， かの国々の欠陥をつかむことによって，
悪しき文化輸入， 好ましからぬもの真似を慎むといっ
た生活態度を学んでいくといったことにも関連してい
ると思う。 温故知新というのが歴史を学ぶ大事な目標
であるとすれば， 他国なり他人なりの生活をよく知る
ことから， 自分らの生活のよりよきあり方をつかむこ
とが外国なり外国文化を学ぶ目的であろうし， 外国史
を学ぶのは， この二重の意味でよりよき生き方を求め
るよすがを得Eるためであろう。
そんな気持で西洋史を講じてみたいのだが， 私は講
義ほどむつかしいものはないと， かねがね思っている
ので， 余り期待はかけないでいただきたい。 決して僻
怠の気持から， 講義はいやだ， やりずらい， などとい
っているのではない。 やる側がいくら丹念に準備し，
周到な計画をたて， しかもやる気を出して話をしたと
ころで， 講義というのは結局は， 受講者の態度とその
態度がかもし出す雰囲気によって左右されるからであ
る。 いくら教授者が熱弁をふるっても， 聴き手の反 応
が皆目なければ， 何をかいわんやである。
そしてこの意味でも， 学生諸君が， 今何を考え， 何
を求めているかをなるだけ的確に， 速やかにつかみた
い。 学生諸君と語りあいたい目的の一つは， そこにも
ある。 そして学生諸君の多くが富山県や近辺の出身者
であるとすれば， はじめに記した 当地の生活や文化に
早〈馴じみたいというのは， それが講義などをやって
いく際にも， きわめて大切なことだと思っているから
でもある。
日本海学会の設立のことなど
この学会は， 昨 年12月に設立総会を， そして今年 8
月に第 1 回の研究大会をもった新しい学会て、ある。 共
に 金沢で行われ， 研究大会には， 砂丘開発の自然的，
歴史的， 経済的問題のシン ポジュームと自由研究が発
表された。
これは日本海地域の自然や社会経済， 史的文化等の
基礎的研究を行い， 地域を正しく導く趣旨をもって設
立された。 日本海側の研究者約80名が会員であり， 富
大からも数名がこれに入っていて， 事務局は金大法文
学部内におかれている。 この学会の設立の直接の原因
は， 昭和49年に北陸と山陰の7 大学の教官が集まり，
「環日本海構想と地域開発」（日本経済新聞社刊） をま
とめたことから一層その拡充をめざしたことである。
世に日本海時代という声を大にした語があり， 新時
代の形成を意味せしめるような動きがあるが， 私はか
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経済学部教授 植 村 元 覚
って西洋で古代のエーゲ海文明とか地中海世界のよう
な海をめぐる重要な文化の形成の歴史的意味の類を，
いま直ちにこれと結びつけることはできないと思う。
しかしそれが形成された偉大なエネルギーの発生した
原因や基盤について， 参考として注意深く研究しなけ
ればならない。
日本海地域の諸地方においてそれぞれの分野の相 当
の研究が進んでいるが， 歴史的地理的に関連のあるそ
れらが集まって共通のテーマで一層研究を広め， また
新たな問題意識をもってこれを深めることは， 考えられ
ていいし， また 必要なことで ある。 そしてその成果が
学問的提言になることがあっていい。
これには更に対岸の諸地方との学術交流が望まれる。
数年前に中日新聞社のシ ベリア経済調査団の団長とし
て， いくつかの大学等の諸機関を 訪ねた。 またシベリ
アの研究や開発の基幹である ノボシ ビルスク市の ソ連
科学アカデミーの経済研究所で副所長のオゾーロフ博
士と長時間対談した。 いずれも極めて友好的であり，
親しく意見交換の時間をもつことができた。 シ ベリア
の経済開発のありかたや日本との文化や物資の交流の
必要性が力説された。
なお付言すれば， 市内には本屋は極めて少なし本
の数も乏しいが， 大学のマンモス化には驚いた。 学生
数が数万人にも達し， 大教室は学生で充満しており，
休み時間には廊下は男女学生で身動きができないほど
であった。 学内は極めて静かで， きれいであり， 学生
の出席率の高いこと， また勉強しないと落とされ退学さ
せられるきびしさなどの話は 印象的であった。 学生た
ちは生き生きした目付きをしており， 服装も清潔で，
その態度には好感がもてた。
ハノfロフスクで放送局の人がやってきて， シ ベリア
の 印象を語れとマイクを向けられた。 大学のありかた
や シベリア開発の諸問題を話した。 録音はモスクワに
送り， 全 ソ連に放送するということであった。 数日後
ナホトカ から ソ連船で帰国の途中の夕方に， それがそ
のまま船内のラジオで放送された。 また後で聞いたの
ソ連・東欧の旅行から
今夏， モスクワでの国際地理学会出席後， チェコス
ロパキア， ハンガリーを歴訪した。 その中で「ヤミド
ル」 と「チップ」について若干感じた事を述べたい。
ソ連・東欧には資本主義国では国際 空港にしかない
ベリョシカ（所謂ドルショップ）が中心街に幾つかある。
ここではドルのみでしか買物が出来ないが， 免税の輸
入品が並んでいる。 こういうたぐいの店を聞く理由は
各国とも外貨 （ドル）を少しでも多く集めたいためで
ある。 だが一方 当該国民にしてみれば， 自国では厳し
い輸入規制lがあるのと賛沢品がやたらと高〈つりあげ
られているせいもあり， 手づるをたよって結局ドルシ
ョップで買物をしている。 ここにヤミドルが堂々と横
行・することになる。 たとえば， チェコスロパキアでは
公式の レートでは 1 ドル10コルナであるが閣では2 0コ
ルナに交換している。 タクシーの運転手は勿論， 街を
歩いていてもドル交換の誘いがかかる。 旅行者はこの
ヤミのマーケットを利用すればスリルに満ちた （つか
まれば強制送還は必至）安い旅行が楽しめる。
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であるが， その夜に英語に訳きれて日本でも国際放送
がきかれたと 金沢大学の某教授が知らせてくれた。 シ
ベリアだけでなしその他の対岸や日本海を通じての
アジア地域の調査や学術交流も必要である。
明治末以来の約70年間， とくに戦後の30年は， わが
国の経済や文化， 教育施設は太平洋岸に厚〈集積した。
しかし歴史は生々流転， 一刻も静止しなし、。 対岸では
シ ベリアの開発が進んでいる。 歴史の流れの中で日本
海地域に課せられた問題の究明に取り組むことが日本
海学会の使命である。 日本海地域の自主的， 自覚的立
場が忘れられてはならない。 このような立場からの日
本海諸地域の検討が 必要であろう。 日本海学会は総合
的な学際的な研究も， 個別研究も進められる予定であ
る。
本学には経済社会法学を中心にした日本海経済研究
所が設立されており， 地元の北陸や日本海地域さらに
は対岸の諸地方の研究が進められつつある。 相共に発
展が期待きれる。 なおこの研究所は未官制化の学部付
置機関であり， 旧制高商系の国立十大学に共通した特
有の施設である。 地域圏を含め日本海圏域にわたる研
究調査の結果が待望されている。
教育学部助教授 賞 清 隆
またこのヤミドルは国外へ旅行しようとする者にも
売られる。 社会主義国では国外旅行はなかなか難しし
その順番が巡ってこない。 しかも持ち出せる金は厳し
く制限されている。 国外で一寸とした買物をするには
ヤミドルなしでは済まされなくなっている。 このよう
にヤミドルは皮肉にも商品の自由化と旅行の自由化に
さきやかな潤滑油になっている。
この「ドル防衛策」のため旅行者は買物する時には
細心の注意がいる。
通貨はドル防衛のため一切外国へ持ち出せないので
原則的には使い切らねばならなし、。 ノ〈ウチャーを見せ
ればその交換した額まではドルに戻してくれるが， 先
程のように闇で交換した 金は使い切らねばならない事
は言うまでもない。 しかも店は全 部6時に閉めきるた
め， 夜は買物をしようと思っていてもダメになる。 小
生もこの6時の閉店時間には悩まされた。 買物のため
に畳の見学を削らねばならないからである。 よほど計
算してやらないと文字通り紙キ レの紙幣を持って出る
事になる。
次にチップについてである。 社会主義の国では常識
的にはチッブは要らない筈である。 事実チップを渡き
なくても特に不都合な事はないが， やはり「チップ」
の安力用はあるようだ。
モスクワではホテルの鍵番は大抵女性である。 チッ
プとしてパンテイストッキング （日本では一足 10 0 円
程度， モスクワでは 1 ,5 0 0 円はする。）でもあげたとこ
ろ， 一週間の逼留していた間， 毎日， お茶を部屋へニ
コニコしながら持って来てくれたし， 自分たちの詰め
所のテ レ ビも見せてくれた。
「水上バレーボール」
水しぶきをあげてカ ルル・プラントがトスをあげた。
ステファンが勢いこんで水をけって上半身を水上にセ
リ上げではげしくスパイク。 ネット際にまちかまえて
いたクリスタは長身をいかして飛ぴストップをかけた
が， ボールは指先にふれて高〈プールの外へはじけて
アウト。 クリスタはあおむけになってドボン， 長い髪
が水中でブロンドの藻になってゆれ， ポイントをあげ
たプラント一家は ＊ゃった。 と大歓声をあげた。
今夏， 西ドイツのエルランゲン大学に数日間滞在し
た折に考案した新ス ポーツ競技のひとこまである。 ヨ
ーロッパの今年の夏は異常に暑く， 日照りが続き， 当
大学医学部の生化学科のプラント教授の自宅のプール
には近所のヤスパース教授一家を加えて水泳で涼を取
る毎日だった。 7 月は丁度モントリオールのオリンピ
ック競技たけなわ一一プラント博士と二人で何か涼し
げな楽しい遊びを考えようということで， このウォー
ター・ バ レーボールなる珍妙なゲームを始めた次第で
その反対に， プダペストのカフェで食事代を請求書ど
おり支払ったら， ウェート レスはツンとしてしまった。
東欧では ソ連に比べ， チッフ。制度がかなり浸透してき
ている。 後で聞くと， ハンガリーでは， ウェート レス
も国から給料をもらっているが， 彼女らは， チップ（お
客の支払い額の10 ～ 2 0 %程度） が貰えるのをあてにし
ており， 結構， 職業として人気があるとの事である。
このチップに見る建て前と現実の差がまた ビュロクラ
シーの貫徹している社会の中にあって， なおさら人間
的にも思えた。
薬学部助教授 小 橋 恭
ある。 プールの中央にバ レーボールの様式でネットを
張り， 両サイドに4人または6人 （プールの大ききに
よる） の選手。 ボールは ビニール製で， 海水浴地でよ
く子供たちが遊んでいるサイズ （直径約 5 0センチ）。ル
ールは6人制バ レーと全く同様。 始めの数試合は少々
ぎこちなし 子供のお遊び程度だったが， しばらくす
るとトス， スノfイクのタイミングにもなれ， ポイント
する度に大歓声をあげるエキサイトぷり。 プラント氏
はこの新競争をドイツからヨーロッパに普及させると
はりきり， 小生も日本でもはやらせようと約 した。 次
のモスクワオリンピックには日独で決勝を争おうでは
ないかと調子のよい大口をた 、いて帰国した。 こんな
学会出張報告記では文部省からお目玉を頂きそうだ
が， フランス， 西ドイツの大学でセミナーをやり， ハ
ンブルグでの国際生化学会でちゃんと発表してきたこ
とをつけ加えて寄稿を依頼された責を果たしたい。
Joint MMM - INTERMAG Conference 
に参加して
教養部教授 佐 藤 清 雄
此度アメリカ ン大学 （Wash. D. C. ）物理学教室の好
意と， 表題の会議で論文 2 題の講演が許されたことも
あって， 6月4日から7 月3日迄， 米国で研修して 参
りました。 表題のJointMMM- INTERMA Gという
のは， 2 つの独立した会議の連合したものです。
M agnetism and M agneti c M ateri alsの略の MMMは，
米国物理学会内の磁気関係の会議で， 毎年聞かれるも
のですが， 海外から多数の招待講演が入るので準国際
会議と考えられているものです。 一方 INTERM AGは
米国電気学会に事務局をおく応用磁気国際会議で， 米
国内外の会場で毎年聞かれるもので， 19 72年には京都
で聞かれた。 今回の連合会議は， 6月15日 ～ 18日の4
日間， Hi ltonHotel, Pittsburg, P enn. で約60 0名の参
加者のもとに聞かれました。 会議の概要と特徴を簡単
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に紹介しますと， 講演総数325， 内招待講演45, session 又は小人数と互に理解出来るまで討論出来る点にあっ
数は， MMMが2 0, INTERMAG2 0， 参加国19か国， そ
の国別講演数は凡そ次の通りです。 米国 2 02, 日本47,
ソ連， フランス， カナダ各12， 西独1 0， イギリス 9'
スイス 8， インド6， オランダ 4 ， イタリア 3， ポー
ランド， ハン方、リー， フィンランド各 2 ，スウェーデン，
ベルギー， ルーマニア， ブラジル各 1 で， 日本の電子
機器の進歩が理解出来る様でした。
今度の会議には， 2 つの特徴があった様に思いまし
た。 lつは講演方法にposter session という新しい試
みがなされたことで， これは講演時間を5 分間にし，
質問を含めないものです。 そして10位の講演が終了後，
1 時間半指定された場所（机と黒板が発表論文毎に指
主されている）で， 質問・討論をするというもので非
常に好評でした。 好評の因は紙や黒板を使って 1 対l
た様です。 もう 1つの特徴は講演内容に関するもので，
応用・基礎を間わず， 非晶質材料の物性に関するもの
が半数近くもあったことです。 この傾向は日本での物
理学会， 金属学会にもみられました。 又この会議で，
心のひきしまる思いがしたのは， 応用材料の分科で，
日中は並行 session のため聞けなかった講演を指名し
て， informalに夜 8時～12時頃まで討論するというの
があり， 数十名も参加していたことです。
尚会場になったPittsburgはWashing ton D. C.とN.Y.
とで三角形を作る位置にあり， 米国有数の鉄鋼の町と
かいわれているそうです。 それに関係するかどうか知
りませんが， 雨が多く， 朝 はなんとなくどんよりした
空模様が多かった様で， 友人（米国人）の話ではスモ
ックだろうとのことでした。
西ドイツのロイトリンゲン教育大学に留学して
教育学部中学校教員養成課程 大 橋 京 子
この学園ニュースのNo.18に， 杉政明美さんが「ドイ
ツ留学をへて」と題して留学記を書いておられますが，
私は彼女の後に， 同じ大学であるロイトリンゲン教育
大学（ Padagogische Hochschul e Reutlingen）で，昨 年
10月から10か月間， 日本からの 2番目の学生として，
化学及び化学教育を， 向こうの学生と一緒に学んでき
ました。 さらにドイツにおける生活体験を通して， 有
意義な日々を送る機会にめぐまれたことをうれしく思
っています。
きて， 私は大学から歩いて5分の所にある学生寮
( Studen tenwohn heim） に住んでいたのですが， そこ
は唯房も整い， 実に機能的な清潔で、住みやすい建物で，
毎日おばさんが各階毎廊下を掃除に来てくれます。 が，
各階毎の共同の台所は， 当番を決めて掃除を行いまし
た。 ですからまじめな人の多い， あるいは女性の多い
階の台所は実にきれいです。
ところで自分の下宿を探すということは， すべての
学生にとって大へんなことであり， 下宿不足はこの小
さな町ロイトリンゲン（人口約 9万人） でも深刻で，
新聞の広告欄には， いつも部屋探しの申し出がありま
した。 参考までに， 私の住んでいた寮の部屋代は 1 か
月 125マルク， 約 15,600 円でした。
この教育大学は， 日本の教育学部を大きくしたよう
な感じで， たいへん多くの講義内容があり， 朝の8時か
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ら晩の 8時まで， 2 時間刻みで講義がぎっしりつまっ
ていて， 学生は自分の専攻によってその中から， 必要
な講義を選び出します。 教育大学だからか， あるいは，
私がつき合った学生に 3・ 4 年生が多かったせいか，
たいへん忙しそうに， そして実によく勉強するという
印象をうけました。 多彩的で行動範囲がものすごく広
〈， 訪問， 友人同志のディスカッション， 勉強会等が
講義以外に， 自発的に行われています。 チュービンゲ
ン大学で， 教育学を 1年間学びその後ロイトリンゲン
で教育学と政治学を学んでいるといっていた私の友だ
ちは5ゼメスター（日本の 4 年生） にあたるのですが，
毎日図書館通いの日々でした。 この大学では5ゼメス
ター以上になるとzulassungsarbeitといって， 自分で
決めたテーマに関する論文を書き上げます。 この5ゼ
メスター以上の学生の部屋からはいつもタイプライタ
ーの音が聞こえてきます。 その後きれいにタイプした
百ページ以上にものぼる論文色 製本屋に出しきちん
と本にします。 これは3冊で 1 0 0マルクだとか。 その
内一冊が教官に渡される訳です。 ほんとうにまとめ上
げる上手きには感心します。 たまたま最初2 か月間は
2 人部屋だったのですが， 私の買ったタイプライター
を借りて， 自分の読んだ本の感想、をまとめ上げていた
6ゼメスターの友だちを今， なつかしく思います。
化学に関しては， いつも講義と実験が対になってお
I）， 教科書はなくしてプリントや板書内容で ほとんど
の実験を行L、ました。 又， 実験内 容は実に基本的なも
のが多かったように，思います。 講義は講演のような感
じで， 助手と一緒にいつもデモンストレーションが教
市でなされ， 呈示（ Darstellung ) も実に立派でさま
ざまなモデルなどすばらしく幣っていました。
さて， たまたま私のいた年は， 冬らしからぬ夏らし
からぬという天候だったそうですが， 一度－27℃にな
って， いてつく寒さを感じたことがあります。 日本で
着用していた オーバーを持参していったのですが， そ
れを着ていたにもかかわらず，「あなたは オーバーをf寺
っているかdと尋ねられた位です。 そして今年になっ
てからは異常乾燥が続き， レタスなどは3倍にも値上
がりし， 私が帰国する7 月下旬にはもう暖房の入って
いる家庭もありました。
生活に関してですが， 水はやはり悪 〈石灰を多く含
み， 台所のなべの底は石灰で白くなっています。 これ
に酢を入れて煮ると石灰はとれるのだと教えられまし
た。 日本では， ドイツ法で総硬度18以上の水は飲料水
に適さないということですが， それを話すと化学を専
攻したことのある学生でさえ、 無頓着といった表情で
知 らん顔。 しかし料理はともかし直接コ ップで飲む
水はミネラルウォーターを買って飲んでいる人が ほと
んどです。 各階で新しい友人と共同の台所で， 時には
一緒に食事をし， 日曜日には合同で料理したこともあ
ります。 しかし， いつも感心することは， ドイツ人は
＊ ＊  
［千戸より一＿＿＿：］
・教育学部
中川昨助教授（食品学） が昭 和51年度文部省有：外研
究員として， 家政学ならびに家庭科教育に関する研究
と調査のため， 西ドイツ・ ミュンヒへン 工業大学に 1
年間留学する。 昭 和52年1 0月帰国の予定。
．経済学部
経済学部では， 長年の懸案であった校舎新営工事が
この ほどやっと着工の運びとなった。 鉄筋コンクリー
卜4階建て， 延べ2863 m＇で， 完成は来年3月末の予定
しっかりと， 多〈食べるなあということです。
きて， 今再び富山大学教育学部に戻り 9 月から教育
実習に取りくんでいる真最中ですが， ここ一年間の経
験もふまえて， さらに頑張りたいと思っています。
(19 7 6  .10. 4) 
（ロイトリンゲン市の風景）
＊ 
である。 これが完成すれば， 従来の古い木造教室の不
便も解消きれ， 研究・教育水準も一層向上すると期待
される。 工事中は他学部にも御迷惑をおかけすると思
うが， よろしく御理解願L、たL、。
・学生部
〔第26回北陸三県大学学生交歓芸術祭〕
恒例の通称芸交祭が本学の当番で， 号lj記のとおり開
催されますので＼多数の職員ならびに学生諸君の御観
覧をお願L、します0
・第26回北陸三県大学学生交歓芸術祭 実施要項細目
。管 弦 楽
参加大学 富山大学， 福井大学
期 日 11月2 0日（1:) 21日（日）
会 場 富山県民会館大ホール 富大黒田講堂
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内 容 交換発表会， 合同演奏会
0軽 音 楽
参加大学 富山大学， 富山大学経営短期大学部，
富山県立技術短期大学， 金沢大学， 金
沢経済大学， 金沢工業大学， 福井大学，
福井工業大学
期 日 11月27日仕）・28日（日）
会 場 富山県教育文化会館
内 容 演奏会（27日ジャズ， 28日ロック・フ
オーク）
0合 唱
参加大学 富山大学， 富山女子短期大学， 金沢大
学， 福井大学， 仁愛女子短期大学
期 日 11月13日仕）
会 場 富大黒田講堂
教養部 4 ・ 5番教室
内 容 班別発表会， 全体合唱
。茶 道
参加大学 富山大学， 富山女子短期大学， 富山県
立技術短期大学， 金沢大学， 金沢女子
短期大学， 北陸学院短期大学， 福井大
14 日（日）
富大黒田講堂
期
学， 仁愛女子短期大学
日 11月2 0日（士）・21日（日）
場 高岡市内 瑞竜寺
容 茶会， 討論会， 合評会
h、Z三
内
＊ 
0邦 楽
参加大学 富山大学， 富山女子短期大学， 金沢大
学， 金沢経済大学， 金沢女子短期大学，
福井大学， 仁愛女子短期大学
期 日 10月23日（封・24 日（日）
会 場 富大学生会館
内 容 演奏会， 合評会（富山西別院）， レセプ
ンョン
0書 道
参加大学 富山大学， 富山女子短期大学， 金沢大
学， 金沢女子短期大学， 福井大学， 仁
愛女子短期大学
日 11月19日幽・2 0日出・21日（日）
場 富山市産業奨励館
容 展示会 （21日午前で終了），合評会， 討
ヲ'AノL
日間；云
o絵画・彫刻・彫塑
参油大学 富山大学， 富山女子短期大学， 金沢大
＊ 
期
Z』ヨエ
内
期会内
学， 金沢経済大学， 金沢工業大学， 金
沢女子短期大学， 北陸学院短期大学，
福井大学， 仁愛女子短期大学
日 11月12日幽・13日出・14 日（日）
場 富山市産業奨励館
容 展示会（14 日午前で終了）， 合評会・討
論会（富山東別院）
＊ 
昭和51年3月卒業者職業紹介状況
＼＼ 
男 子 学 生
学
文理
部
整
学 部
育
学
経
部済 薬学部工学部 （計）
卒 業 者 数 1 0 人1 3 人0 12 人9 2 人8 25 人9 54 人7 
就
職
希
望
者
数
70 30 114 7 193 414 
求 人 数 720 259 1,980 256 1,92 3 5,1 38 
就職決定者数
44 27 109 7 179 366 
（就 職率） 62第.9 90� 95� 1to 92 第.7 8� 
県内決定者数
県外決定者数
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女 子 学 生
学
文
部
理
孝
喜
学
経
部済 薬学部工学部 （ 計）
会
15人7 人4 6 人9 人 28人7 
5 1 1 56 3 51 1 262 
130 60 。 28 。 218 
27 126 3 49 206 
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第28回北陸三大学学生総合体育大会団体成績一覧表
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優 勝 杯 1位 2位
金 沢 大 学 長 杯 金 沢 富 山
富 山 大 学 長 杯 金 沢 福 井
富 山 県 体
育 協 会 長 杯 金 沢 福 弁
石
JI! 
県 知
事
杯 t
邑， 
山
金 沢
金 沢
市
長 杯 福 井 金 沢
福 井 市 長 杯 福 井 金 沢
福 井 県 知
事
杯 金 沢 福 井
石
JI I 
県 知
事
杯 金 沢 福 井
島邑三田’
山 県
知
事
杯 金 沢 福
井
福 井
県 議 会 議 長 キ不 金 沢
富 山
E邑全＝，
山 県 議 会 議 長 杯 金 沢 福 井
福 井 大 学 長 杯 金 沢
ι畠三＝，
山
福井大学学生部長杯・金沢市議会議長杯 金 沢
富
山
石
JI I 
県 議 会 議 長 杯 z邑圭ョp
山 金 沢
福 井 大 学 父 兄 後 援 会 杯 金 沢 福 井
金 沢 大 学 長 杯 金 沢
富
山
福 井
市 長 杯
富 山 福 井
富
山 大 学 長 杯 金 沢
富
山
福 弁
市 議 会 議 長 杯 金 沢 福 井
金 沢 大 学． 長 杯
富 山 金 沢
富 山 県
体
育 協 会 長 杯 金 沢 t
邑� 
山
石
JI I 
県 議 会 議 長 杯 昆 山 金 沢
福 井
県 体
育 協 会 長 杯 金 沢
富
山
石
JI I 
県 体
育 協 会 長 キ不 金 沢 福
弁
福 井 県
教 育
委
員 会 キ不 金 沢
富 山
E畠全，
山 大 学 後 援 会 長 杯 福 井
富
山
富 山 市 議 会 議 長 杯 金 沢 福 井
井村杯 ・ 北信越ソフトボーJレ協会旗
杉
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富
山
金 沢
金 沢 大 学 長 杯
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山
富
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福 井
富
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官晶会，
山
富 山
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福 井
富
山
福 井
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福 井
富
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福 井
金 沢
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福 井
富 山
福 井
金 沢
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福 井
金 沢
